
 

公判への職員の傍聴の呼びかけと今後の対応について 

 

本事案について、今後、第三者の客観的な視点を取り入れるため、複数の弁護士を入れた

検証チームにより、組織的な動員要請に至った経緯などについて、６月中を目途に検証し、

その結果を踏まえ、しかるべき対応を行います。 

 

１ 傍聴呼びかけと動員の概要 

きっかけと

なる要請 

被害者側から、今後の学校生活等についての相談の中で、令和元年４月

被害者側の支援団体からの公判傍聴への要請文を受領し、要請に応じる。

（別紙１参照） 

公判傍聴の

呼びかけ 

方面別学校教育事務所から事務所長名の文書で応援依頼し、事務局他部

署に傍聴を呼びかけ。（別紙２参照） 

回数と人数 ・現在判明している公判傍聴の呼びかけは、令和元年及び令和５年・６年

に行われた公判計４案件。 

令和元年に３回、令和５年 12 月に１回、令和６年１月に２回、２月 

に１回、３月に３回、４月に１回の計 11 回 

・延べ約 500 人（１回あたり最大 50 人）に呼びかけ。 

➡ 現時点で、実際に裁判所に行ったことを確認した人数は延べ 400 人 

程度 

 

２ 公表後の対応経過 

  ５月 ７日 ～ 20 日  事実関係の確認、今後対応を協議 

５月 20 日        今後実施しないことを関係部署に通知 

５月 21 日        事案について記者発表 

５月 27 日        第三者による検証の実施について記者発表 

 

３ 検証について 

  ６月中を目途に次の検証を行います。 

（１）複数の弁護士を入れた法的検証 

   複数の弁護士からなる「検証チーム」により、以下の内容の検証を行います。 

  ・組織的な動員要請に至った経緯の検証 

・法令遵守の立場から見た、公判傍聴への組織的な対応に関する法的な課題 

・動員による「公判傍聴」と「出張旅費支出」における公務の位置づけの可否 

（２）類似案件の調査 

現時点では、類似案件は確認されておりませんが、改めて、教育委員会の関係部署の出

張命令書を総点検し、当該４事例のほかに、類似の事例がないか確認します。 

こども青少年・教育委員会 
説 明 資 料 
令 和 ６ 年 ５ 月 3 1 日 
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